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アプリジャンプの概要

1.1 アプリジャンプとは？
　TWLでは、ソフトウェアによるHWリセット機能を利用して、任意のアプリケーションの実行中に他のアプリケーションに処理を切り替えることができます。これを「アプリジャンプ」と呼びます。
　なお、アプリジャンプを実行する際には、「アプリジャンプパラメータ」をセットする必要があります。アプリジャンプパラメータには、ランチャーに対してどのアプリをどのようにブートするかを指定するための「ランチャーパラメータ」と、切り替え元アプリと切り替え先アプリとの間で情報を引き渡すための「アプリ間パラメータ」の２種類があります。詳細については２章で説明します。
アプリジャンプは、アプリジャンプ実行後にアプリジャンプで再度任意のアプリを起動することも可能です。即ち、切り替え元のアプリに戻ることも可能となります。　但し、アプリジャンプでは、実行時点でのメモリやレジスタなどの実行リソースのケアは一切行いません。よって、切り替え元アプリに戻ってくるようなケースにおいて、アプリジャンプ直前の状態から処理を再開することを望むならば、アプリケーションが自身で実行リソースのケアをする必要があります。

1.2 アプリジャンプの流れ

アプリジャンプは、下図のような流れで実行されます。
このように、アプリジャンプはHWリセットを伴うため、ランチャーからの再起動という挙動となりますが、ランチャーがアプリジャンプ要求を認識した場合は一切の画面表示をスキップして指定アプリの起動を行うため、見かけ上はアプリを直接切り替えているように見せることができます。
　

[image: image1]
1.3 アプリジャンプの種類

アプリジャンプでは、下記の２通りの方法で他アプリを起動することができます。
1.3.1 ノーマルジャンプ
　自アプリが起動した時点で、本体内蔵NANDもしくはカードなどランチャーが認識できる場所に存在する任意アプリを指定して起動する方法を「ノーマルジャンプ」と呼びます。
　[TODO:]指定したいアプリがランチャーに認識可能な場所にあるかどうかを調べるAPIが必要。システムアプリならまだしも、ESを使わずにできるか？

1.3.2 TMPジャンプ
ネットワークからダウンロードしてきたSRLや自身のSRL内に持っていた子SRLなど、自アプリが起動した時点で、ランチャーが認識できる場所に存在していない任意アプリを本体内蔵NANDのTMPフォルダに一時格納して起動する方法を「TMPジャンプ」と呼びます。　
　TMPジャンプで起動したアプリは、１回起動した後にランチャーによって消去されます。
　TMPジャンプで起動するアプリは、32MB以下である必要があります。
1.3.3 アプリジャンプ可能なアプリ組み合わせ一覧
　アプリジャンプの方式によって起動可能なアプリ種別が異なります。

　なお、アプリ種別については、対応プラットホームおよび起動メディアによる制限はありますが、システム／ユーザーアプリの制限はありません。

1.3.3.1 ノーマルジャンプで起動可能な組み合わせ

ノーマルジャンプでは、NTRアプリを起動することはできません。
[TODO:]NANDアプリからカードアプリは認識できるが、カードアプリからNANDアプリは認識できない。起動可能として大丈夫か？

	　
	起動元アプリ
	起動先アプリ

	
	TWL-NANDアプリ
	TWL-NANDアプリ

	
	TWL-NANDアプリ
	TWL-カードアプリ

	
	TWL-カードアプリ
	TWL-NANDアプリ


1.3.3.2 TMPジャンプで起動可能な組み合わせ

TMPジャンプでは、セキュリティ上の理由から、TMPジャンプ対応として作成されたアプリしか起動することができません。

TMPジャンプ対応アプリの詳細については、「XXXX」を参照してください。
また、TMPアプリでは、NTRアプリ体験版をブートすることも可能です。

NTRアプリ体験版の詳細については、「XXXX」を参照してください。

	
	起動元アプリ
	起動先アプリ

	
	TWL-NANDアプリ
	TMPジャンプ対応TWL-NANDアプリ

	
	TWL-NANDアプリ
	TMPジャンプ対応NTRアプリ体験版


1.3.4 アプリジャンプの起動認証

アプリジャンプで指定されたアプリの起動認証は、下記のように通常のアプリ起動認証と同じ形で行われます。

TWL-カードアプリ起動認証

TWL-NANDアプリ起動認証

但し、TMPジャンプでNTRアプリ体験版を起動する場合のみは、DSダウンロード形式の認証が行われます。

1.4 アプリジャンプが無効なケース
　ランチャーパラメータでアプリジャンプが指定されていても、アプリジャンプが無効なケースがあります。
・リセットボタンによるHWリセット時

アプリジャンプパラメータ

アプリジャンプを行う際にセットするアプリジャンプパラメータについて説明します。
1.5 ランチャーパラメータ

　ランチャーパラメータは、アプリジャンプを行う際に必須のパラメータです。
　詳細なフォーマットについては、APIで隠蔽してありますのでケアする必要はなく、ユーザーはTitleIDとブートタイプをパラメータとしてAPIを呼ぶことでアプリジャンプを実行します。

1.6 アプリ間パラメータ

　アプリ間パラメータは、アプリジャンプを行う際にそのアプリ間で任意のデータの受け渡しをしたい場合にセットするパラメータです。よって、アプリ間パラメータの使用は必須ではありません。

　アプリ間パラメータは、

1.6.1 アプリ間パラメータサイズ上限を超えるデータの引渡し
通常アプリジャンプ

TMPアプリジャンプ

　ROMヘッダのTMPビット

注意点

HWリセットを行うため、強制白画面で切り替えを行う必要がある。
以上
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ランチャー起動





アプリA起動を選択





ロゴデモ表示


ランチャーメニュー表示





ロゴデモスキップ


ランチャーメニュースキップ





アプリB動作





アプリ間パラメータセット





アプリ間パラメータ解釈





アプリB起動





アプリジャンプあり


ランチャーパラメータ解釈





ランチャー再起動





ランチャーパラメータセット


＆HWリセット


→アプリジャンプ開始











アプリA動作





アプリA起動








アプリジャンプなし
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